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～煌く海、瞳輝く、実りのまち～
きらめ

● まちの1年を振り返る
● 認知症サポーター養成講座で学んで
　みませんか
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● 英語で小豆島を紹介しよう
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6
日　

小
豆
島
町
消
防
団
出
初

式
を
開
催

13
日　

小
豆
島
町
成
人
式
を
開

催　

新
成
人
１
３
１
名
誕
生

20
日　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
中

山
地
区
作
品
作
家
の
王
文
志

さ
ん
と
地
元
と
の
交
流
会
を

開
催

29
日　

小
豆
地
区
更
生
保
護
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
所
式
が

開
催

31
日　

町
内
4
小
学
校
児
童
に

よ
る
小
学
生
議
会
・
庁
舎
見

学
を
実
施

9
日　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
作

品
「
福
武
ハ
ウ
ス
」
お
披
露

目
会

23
日
・
24
日　

２
０
１
９
全
国

オ
リ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
in
小
豆

島
を
開
催

1
日　

小
豆
島
町
教
育
委
員
会

表
彰
式
を
開
催　

5
団
体
24

名
が
受
賞

2
日
・
3
日　

第
27
回
小
豆
島

オ
リ
ー
ブ
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

全
国
大
会
を
開
催

16
日　

日
本
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

品
評
会
表
彰
式
が
開
催

　

（
一
財
）
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ

公
園
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞

18
日
・
19
日　

3
大
学
自
動
運

転
公
道
実
験
・
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催

22
日　

飛
鳥
Ⅱ
が
坂
手
沖
に
寄

港
31
日　

髙
橋
昭
治
教
育
長
退
任

17
日　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
作

品「
小
豆
島
の
恋（
中
山
）」

完
成
お
披
露
目
会

24
日　

教
育
長
に
坂
東
民
哉
氏

が
就
任

26
日　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
春

会
期
開
幕　

三
都
半
島
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開

催
1
日　

新
元
号
「
令
和
」
が
施

行
さ
れ
る

13
日　

第
10
回
Ｅ
Ｓ
Ｔ
交
通
環

境
大
賞
表
彰
式
が
開
催　

小

豆
島
地
域
公
共
交
通
協
議
会

が
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞

16
日　

に
っ
ぽ
ん
丸
が
坂
手
沖

に
寄
港

20
日　

せ
と
う
ち
備
讃
諸
島
の

石
の
物
語
が
「
日
本
遺
産
」

に
認
定
・
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開

催
21
日
・
31
日　

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く

び
い
な
す
が
内
海
湾
に
寄
港 

26
日　

オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全

国
大
会
を
開
催　

４
６
６
０

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
島
路
を
快

走　
27
日　

せ
と
う
ち
備
讃
諸
島
日

本
遺
産
推
進
協
議
会
を
設
立

　

２
０
１
９
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
天
皇
即
位
に
伴
う
改
元
が
行
わ
れ
、
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い

時
代
が
幕
開
け
し
た
今
年
は
、
笠
岡
市
（
岡
山
県
）
、
丸
亀
市
、
土

庄
町
、
小
豆
島
町
の
2
市
2
町
が
連
携
し
て
文
化
庁
に
申
請
し
て
い

た
「
瀬
戸
内
備
讃
諸
島
の
石
の
物
語
」
が
令
和
最
初
の
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
「
せ
と
う
ち
備
讃
諸
島
日
本
遺
産
推
進

協
議
会
」
に
よ
る
、
観
光
ガ
イ
ド
の
人
材
育
成
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

4
回
目
と
な
る
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
９
で
は
、
県
外
や
外

国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
小
豆
島
を
訪
れ
、
地
元
の
方
に
よ
る
お
接

待
が
行
わ
れ
た
エ
リ
ア
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
生
ま
れ
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
の
1
年
間
に
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご
と
を
広

報
写
真
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

　

小
豆
島
町
２
０
１
９

　

ま
ち
の
1
年
を
振
り
返
る

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月
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20
日　

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

１
５
０
０
日
達
成
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施

23
日　

第
47
回
壺
井
栄
賞
授
賞

式
で
赤
岩
央
彗
さ
ん
（
安
田

小
）
が
壺
井
栄
賞
に
輝
く

24
日　

小
豆
島
町
×
湖
池
屋
×

東
洋
オ
リ
ー
ブ
「JA

PA
N

　

PR
ID

E

　

PO
T

A
T

O

　

オ

リ
ー
ブ
ソ
ル
ト
」
が
販
売
さ

れ
る

28
日　

地
域
の
次
世
代
を
担
う

経
営
者
を
育
成
す
る
「
第
2

期
中
川
塾
」
を
開
講

6
日　

中
山
地
区
で
虫
送
り

7
日　

日
本
遺
産
認
定
記
念
「
備

讃
諸
島
石
の
文
化
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
」
を
開
催

8
日
・
9
日　

小
豆
島
中
学
校

で
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
に
よ
る

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
19
日　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
夏

会
期
開
幕

20
日　

二
十
四
の
瞳
映
画
村
に

「
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー

海
洋
堂
」
が
オ
ー
プ
ン

21
日　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭　

福
武
ハ
ウ
ス
で
「
デ
ジ
ャ
ヴ

︱
生
き
て
い
る
遺
産
︱
」
が

開
催

22
日　

第
52
回
小
豆
郡
小
学
生

水
泳
記
録
会
が
開
催

28
日　

小
豆
島
町
総
合
防
災
訓

練
を
坂
手
地
区
で
実
施

14
日　

町
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
「
川
め
し
」
を
神
懸
通
で

実
施

23
日　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

「
小
豆
島
建
築
ミ
ー
テ
ィ
ン

グV
ol.4

」
を
開
催

24
日
・
25
日　

瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭　

演
劇
で
み
る
小
豆
島

の
カ
タ
チ
「
ト
ラ
と
呼
ば
れ

た
サ
ル
」
を
中
山
農
村
歌
舞

伎
舞
台
で
上
演

28
日　

小
豆
島
町
商
工
会
が
中

心
と
な
り
「
小
豆
島
ブ
ラ
ン

ド
推
進
委
員
会
」
が
設
立

8
日
～
21
日　

町
内
各
地
で
敬

老
会
を
開
催　

高
齢
者
訪
問

で
松
本
町
長
が
お
年
寄
り
を

慰
問

28
日　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
秋

会
期
開
幕　

葺
田
八
幡
神
社

で
3
万
４
０
０
０
人
の
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
小
豆
島
が

開
催

29
日　

島
め
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
９
小
豆
島
佃
煮
王

決
定
戦
が
開
催

4
日　

第
53
回
小
豆
郡
小
学
生

陸
上
競
技
会
が
開
催

11
日
～
16
日　

町
内
各
地
区
で

秋
祭
り
が
行
わ
れ
る

13
日　

中
山
春
日
神
社
奉
納
歌

舞
伎
上
演

16
日　

町
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
「
オ
シ
コ
ミ
」
が
行
わ
れ

る
17
日　

松
山
善
三
・
高
峰
秀
子

基
金
事
業　

小
豆
島
中
央
高

校
で
映
画
「
舟
を
編
む
」
上

映
・
岩
波
書
店
の
平
木
靖
成

さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

25
日
～
27
日　

瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭　

劇
団
ま
ま
ご
と
に
よ

る
「
芝
生
男
女
」
を
上
演

27
日　

第
14
回
小
豆
島
町
ふ
る

さ
と
商
工
ま
つ
り
を
開
催

28
日　

赤
谷
勝
之
さ
ん
（
二

面
）
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
4
日　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
が

閉
幕

7
日　

多
田
み
ち
子
さ
ん
（
坂

手
）
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
賞

8
日　

大
成
丸
と
安
田
小
学
校

の
交
流
事
業
を
開
催

11
日　

◦
飛
鳥
Ⅱ
が
坂
手
沖
に
寄
港

◦
文
化
と
教
育
の
先
端
自
治
体

連
合
発
足
式
を
開
催

29
日　

セ
ブ
ン
︱

イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
と
包
括
連
携
協
定

を
締
結

1
日　

第
60
回
小
豆
島
駅
伝
競

走
大
会
を
開
催

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月
（
予
定
）
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

12
月
３
日
～
９
日
は
﹁
障
害
者
週
間
﹂
で
す

　

全
国
の
認
知
症
高
齢
者
の

数
は
、
２
０
２
５
年
に
は
約

７
０
０
万
人
に
な
る
と
予
測
さ

れ
、
5
人
に
1
人
が
認
知
症
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

分
自
身
や
周
り
の
人
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
小
豆
島
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

9
月
25
日
に
は
、
星
城
小
学

校
5
年
生
13
人
が
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し

ま
し
た
。
講
座
で
は
、
地
域
の

介
護
予
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
よ
る
寸
劇
を
通
し
て
、

認
知
症
の
知
識
や
対
応
方
法
を

学
び
ま
し
た
。

受
講
し
た
児
童
た
ち
の
意
見
・

感
想

◦
明
る
く
笑
っ
て
や
さ
し
く
接

し
た
い

◦
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
大
切
に
し
た
い

◦
認
知
症
の
症
状
に
気
づ
い
た

ら
相
談
す
る

◦
何
回
も
同
じ
こ
と
を
聞
か
れ

て
も
怒
ら
な
い

◦
目
線
を
合
わ
せ
て
、
ゆ
っ
く

り
は
っ
き
り
と
し
た
言
葉
で

話
し
か
け
た
い

◦
お
年
寄
り
に
は
や
さ
し
く
し

て
、
身
近
な
人
を
少
し
で
も

幸
せ
に
し
て
あ
げ
る

　

障
害
者
週
間
は
、
障
害
に
つ

い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
が

社
会
、
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
意
欲

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
に
す
る
に
は
、
互
い
の

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、
共
に

支
え
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
を
ご
存
じ
で
す
か

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
、
義
足

や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る

方
、
内
部
障
害
や
難
病
の
方
、

妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、
援
助
や

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

が
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い
方

が
、
周
囲
の
方
に
配
慮
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

こ
と
で
、
援
助
を
得
や
す
く
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
マ
ー
ク

で
す
。

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
、
緊
急

連
絡
先
や
必
要
な
支
援
内
容
が

記
載
さ
れ
、
障
害
の
あ
る
方
な

ど
が
日
常
生
活
や
災
害
時
な
ど

の
困
っ
た
時
に
、
周
囲
に
障
害

へ
の
理
解
や
支
援
を
求
め
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

聴
覚
障
害
者
や
内
部
障
害

者
、
知
的
障
害
者
な
ど
、
一
見
、

障
害
が
分
か
り
に
く
い
方
に

と
っ
て
有
効
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
を
身
に
つ
け
た
方
を
見
か
け

た
ら
、
声
か
け
を
し
て
配
慮
し

た
り
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
提
示

さ
れ
た
ら
、
そ
こ
に
書
か
れ
た

内
容
に
沿
っ
た
支
援
を
す
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

認
知
症
の
方
と
接
す
る
と
き

に
心
が
け
た
い﹁
３
つ
の
な
い
﹂

①
﹁
驚
か
せ
な
い
﹂

話
し
か
け
る
時
は
、
驚
か
せ

ず
に
前
か
ら
顔
を
見
な
が
ら

②
﹁
急
が
せ
な
い
﹂

焦
ら
せ
ず
に
、
本
人
の
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
て

③
﹁
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
﹂

本
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
、

そ
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

　

こ
の
「
３
つ
の
な
い
」
を
意

識
し
て
、
笑
顔
で
接
す
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
知
識
や
対
応
方
法

を
学
べ
る
講
座
で
す
。
受
講
終

了
後
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

お
渡
し
し
ま
す
。

対
象
者　

ど
な
た
で
も

※
た
だ
し
、
10
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
企
業
な
ど

受
講
時
間　

90
分

受
講
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　

高
齢
者
福
祉
課☎82

︱
７
０
０
６

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

介護予防支援ボランティアによる寸劇の様子

オレンジリングをつけた星城小学校5年生

ヘルプマーク
（help mark）
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
申
請
は
お
済
で
す
か

　

令
和
元
年
度
小
豆
島
町
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購
入
引
換

券
交
付
申
請
は
12
月
27
日
㈮
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
で
き
る
方
は
住

民
税
が
非
課
税
の
方
（
住
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方
や
生
活
保
護
の

受
給
者
は
除
く
）
で
対
象
と
思

わ
れ
る
方
に
は
黄
色
の
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
商

品
券
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
申
請
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
商
品
券
購
入
の
締
め

切
り
は
令
和
２
年
２
月
28
日

㈮
、
使
用
期
限
は
令
和
２
年
３

月
31
日
㈫
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

☎
82
︱
７
０
０
１

　

お
薬
手
帳
と
は
、
患
者
自
身

に
関
す
る
情
報
（
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
緊
急
連
絡
先
、
副

作
用
歴
や
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
の
有

無
、
主
な
既
往
歴
等
）
や
患
者

自
身
が
服
用
し
て
い
る
薬
の
情

報
（
服
用
し
て
い
る
薬
の
名
前

や
そ
の
服
用
量
・
回
数
等
）
な

ど
の
記
録
を
残
す
た
め
の
大
切

な
手
帳
で
す
。
複
数
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
時
や
、
転
居
し

た
時
な
ど
、「
お
薬
手
帳
」
を

見
せ
る
だ
け
で
、
あ
な
た
が
使

用
し
て
い
る
お
薬
の
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時

に
備
え
て
常
に
携
帯
し
て
お
く

と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
も
安

心
で
す
。

お
薬
手
帳
の
活
用
方
法

①
医
療
機
関
に
か
か
る
時
は
必

ず
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う

薬
の
重
複
や
、
薬
に
よ
る
副

作
用
の
発
生
防
止
に
役
立
ち

ま
す
。

②
言
い
た
い
事
や
伝
え
た
い
事

を
書
い
て
お
き
ま
し
ょ
う

体
調
の
変
化
や
気
に
な
っ
た

こ
と
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相

談
し
た
い
こ
と
を
書
い
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

③
市
販
薬
（
一
般
用
医
薬
品
）・

健
康
食
品
も
記
録
し
ま
し
ょ
う

調
剤
さ
れ
た
薬
と
よ
く
な
い

飲
み
合
わ
せ
が
見
つ
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

④
一
冊
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う

医
療
機
関
や
薬
局
ご
と
に
手

帳
を
分
け
て
し
ま
う
と
、
情

報
が
分
散
さ
れ
て
し
ま
い
、

医
師
や
薬
剤
師
が
正
確
な
判

断
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

木も
く
ぞ
う
だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

造
大
日
如
来
坐
像
・
木も

く
ぞ
う
に
て
ん
り
ゅ
う
ぞ
う

造
二
天
立
像
︻
県
指
定
有
形
文
化
財
︼

　

三
都
の
吉
野
地
区
に
正
法
寺

と
い
う
寺
院
が
あ
り
ま
す
。
本

寺
は
、
小
豆
島
霊
場
30
番
札
所

で
、
万
治
3
年
（
１
６
６
０
）

開
基
で
す
が
、
そ
れ
以
前
に
は

宝
泉
坊
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
と

さ
れ
ま
す
。
本
寺
に
は
、
平
安

時
代
の
作
と
さ
れ
る
本
尊
大
日

如
来
坐
像
と
二
天
立
像
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
尊
で
あ
る
大
日
如
来
坐
像

は
、
ひ
の
き
材
の
一
木
造
、
像

高
32
・
8
㎝
で
智ち

け
ん
い
ん

拳
印
を
結
ん

で
い
ま
す
。
衣
文
等
の
特
色
か

ら
10
世
紀
末
頃
の
作
と
さ
れ
、

現
在
県
下
で
は
最
も
古
い
大
日

如
来
像
で
す
。
ま
た
、
こ
の
製

作
時
期
に
は
密
教
が
小
豆
島
に

伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

仏
像
と
し
て
も
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

二
天
立
像
（
多た

も
ん
て
ん

聞
天
・
持じ

こ
く国

天て
ん

）
は
大
日
如
来
坐
像
の
左
右

に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
像

と
も
、
ひ
の
き
材
の
一
木
造
、

像
高
は
ど
ち
ら
も
約
92
㎝
で

す
。
鎧
を
つ
け
、
肩
を
い
か
ら

せ
、
脛け

い
こ
う甲
を
ま
と
っ
て
沓く

つ

を
は

い
て
い
ま
す
。
製
作
の
特
色
か

ら
10
世
紀
末
か
ら
11
世
紀
初
期

の
作
と
さ
れ
、
天て

ん
ぶ部
形
の
仏
像

と
し
て
は
県
内
で
は
古
い
も
の

の
一
つ
で
す
。
当
時
の
地
方
作

の
特
色
で
あ
る
力
強
さ
が
表
れ

て
い
ま
す
。
増ぞ

う
ち
ょ
う
て
ん

長
天
・
広こ

う
も
く
て
ん

目
天

と
合
わ
せ
て
「
四
天
王
」
と
通

称
さ
れ
ま
す
が
、
宝
永
5
年

（
１
７
０
８
）
の
島
内
寺
院
の

明
細
を
伝
え
る
「
小
豆
島
中
寺

社
方
由
緒
書
」
に
は
、
大
日
如

来
の
脇わ

き
じ侍
と
し
て
毘
沙
門
（
多

聞
天
）
と
持
国
天
が
挙
げ
ら
れ

お
り
、
古
く
か
ら
こ
の
二
天
の

形
で
信
仰
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
地
域
の
方
が
古
来
大
切

に
し
て
き
た
寺
宝
で
す
。

お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

Vol.44Vol.44左から、持国天立像・大日如来坐像・多聞天立像
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最
近
、
し
っ
か
り
か
め
な
い
、

う
ま
く
飲
み
込
め
な
い
、
滑
舌

が
悪
く
な
っ
た
な
ど
、
口
の
機

能
の
衰
え
を
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
口
の
機
能
の
衰

え
を
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」

と
い
い
、
早
期
の
老
化
の
サ
イ

ン
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
よ

り
、
十
分
な
栄
養
が
摂
取
で
き

な
く
な
っ
た
り
、
人
と
話
す
こ

と
や
社
会
参
加
の
機
会
が
減
る

こ
と
で
、
心
身
の
健
康
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防

す
る
こ
と
が
全
身
の
健
康
状
態

を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

◦
話
が
し
に
く
い

◦
飲
み
込
み
に
く
い

◦
口
か
ら
も
の
を
こ
ぼ
す

◦
硬
い
も
の
が
か
め
な
い

◦
む
せ
る
こ
と
が
増
え
た

　

こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
る
場
合

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
状
態
を
保
つ
た

め
に
、
歯
み
が
き
な
ど
の
お

手
入
れ
や
お
口
の
体
操
、
定
期

的
な
専
門
家
の
ケ
ア
な
ど
を
行

い
、
お
口
の
健
康
を
維
持
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

お
口
の
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う

☎

夜間急病やけがで困った時は、まず
救急電話相談をご利用ください。

☆☆ 救急電話相談 ☆☆
小児向け：♯8000
一般向け：♯7899
　　　　（☎087-812-1055）
受　　付：毎日19時～翌朝8時
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健康教室のご案内

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

フレイルを予防しよう（口の健康・食事について）
～若々しく年を重ねるためにできること～

日　時：12 月 6 日㈮　10 時〜 11 時 30 分
場　所：小豆島町役場西館１階　保健センター
対象者：町内在住者
内　容：管理栄養士、歯科衛生士による講話
　　　　（調理はありません）
準備物：筆記用具
参加費：無料
定　員：20 人 
申込期限：12 月 4 日㈬
申し込み・問い合わせ先：健康づくり福祉課　　
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 82 − 7038

食の教室Ｋ’ｓキッチン

❖栄養価（1人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

300Kcal
　8.7ｇ

　10.6ｇ
138mg
　1.7ｇ

今年のテーマ　 ～ 朝ごはんを食べよう ～

（小豆島町食生活改善推進協議会）元気もりもり健康食！

❖材　料（2人分）

❖作り方

とろけるチーズ　40g
トマト　　50g
玉ねぎ　　20g
ベーコン　2 枚

キャベツ　　　20g
ごはん　　　　200g
固形コンソメ　1/2 個
水　　　　　　200cc

オリーブ油
　　大さじ 1/2
塩・こしょう
　　少々

トマトは１㎝角、玉ねぎは５㎜幅のさいころに、ベーコンは５㎜幅に切
る。キャベツは粗めのみじん切りにする。
鍋に油を熱し、ベーコン・玉ねぎ・キャベツをしんなりするまで炒める。
固形コンソメ、トマト、水を入れ煮立ったら弱火にしてふたをし、２〜３分煮る。
ふたを取って強火にし、ごはんを加えほぐすように混ぜ、一煮立ちしたら
塩・こしょうで味を調える。
チーズの半量を加え、一混ぜして余熱で溶かし、器に盛ってから残りの
チーズをかける。

①

②
③
④

⑤

野菜リゾット

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 〜 14：30　健康教室（健康体操）
対象者　小豆島町内に住所を有する方
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

日　程 送　　迎　　地　　区
　12月５日 中山・蒲生・池田
　12月12日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・

安田・草壁・西村
　12月19日 田浦・堀越・古江・坂手・苗羽・

馬木・安田・草壁・西村
※送迎は、電話で当日11時までにお申し込みください。
※帰りの送迎は15時30分頃サン・オリーブを出発します。
申込先　健康づくり福祉課　☎82−7038

〈 

お
子
さ
ん
の
ま
わ
り
、
安
全
で
す
か
？
幼
児
期
の
事
故
予
防 

〉

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

山
　
本
　
真
由
美
先
生

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
家
族
の

薬
や
小
さ
な
お
も
ち
ゃ
、硬
貨
、

ボ
タ
ン
電
池
、
ホ
ウ
酸
団
子
な

ど
の
誤
飲
も
多
く
あ
り
ま
す
。

か
ば
ん
や
棚
に
し
ま
っ
て
い
て

も
、
自
分
で
開
け
て
出
し
て
し

ま
い
ま
す
。
家
の
中
で
は
玄
関

や
階
段
、
椅
子
や
ソ
フ
ァ
か
ら

の
転
落
も
増
え
ま
す
。

　

子
ど
も
は
日
々
発
達
し
て
い

る
の
で
昨
日
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
、
今
日
は
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と

が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
危

険
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
と
隣

り
合
わ
せ
だ
と
考
え
て
お
く
こ

と
で
事
故
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

子
ど
も
の
安
全
は
大
人
の
責

任
で
す
。
お
子
さ
ん
の
発
達
段

階
に
合
わ
せ
た
安
全
な
環
境
を

整
え
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

日
本
の
子
ど
も
の
死
亡
原
因

に
は
、「
不
慮
の
事
故
」
が
1
、

2
位
を
争
う
ほ
ど
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
数
年
前
ま
で
は
、
乳

児
を
除
く
１
～
14
歳
の
死
亡
原

因
の
1
位
で
現
在
も
2
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
不
慮
の
事
故
は
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
、
事
故
予

防
の
ポ
イ
ン
ト
は
お
子
さ
ん
の

発
達
段
階
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
今
回
は
幼
児
期
前
半
（
１

～
２
歳
頃
）
に
気
を
付
け
た
い

ポ
イ
ン
ト
を
簡
単
に
ま
と
め
ま

す
。

　

1
人
で
歩
け
る
よ
う
に
な
り

活
動
範
囲
が
広
が
る
と
、
好
奇

心
が
旺
盛
に
な
り
ま
す
が
、
危

険
の
認
識
は
不
十
分
な
時
期
で

す
。
何
も
か
も
触
っ
て
み
た
い

の
で
、
危
な
い
か
ど
う
か
は
判

断
で
き
ず
、
ま
ず
手
を
出
し
て

み
ま
す
。

　

熱
い
汁
物
の
入
っ
た
入
れ
物

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
、
炊
飯

器
の
湯
気
や
暖
房
器
具
、
ホ
ッ

ト
プ
レ
ー
ト
、
最
近
で
は
使
っ

た
後
冷
め
る
前
の
ヘ
ア
ア
イ
ロ

ン
を
触
っ
て
や
け
ど
す
る
こ
と

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科

　忘年会や新年会での食品ロスをなくすため、
以下のことに取り組みましょう。
宴会４箇条

その１　出席者の年齢や好みに応じた適量注文
その２　乾杯後の 30 分とお開き前の 10 分を

目安に食事を楽しむ時間を設けよう
（3

さんまる

0・1
いちまる

0 運動）
その３　料理がたくさん残っているテーブルか

ら少ないテーブルへ料理を分けよう
その４　幹事さんや司会の方は「食べ残しのな

いように」と声掛けしましょう

～食品ロス削減～
忘年会・新年会の食べ残しをなくしましょう
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し
あ
わ
せ
づ
く
り
の
た
め
の
人
権
教
育

人
権
作
品
を
展
示
し
ま
す

　

町
内
の
各
学
校
で
は
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
児
童
・
生
徒
の
創
作

に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
・
習
字
・
標
語
や
総
合
学
習
を
通
し
て
広
く
人
権
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
人
権
作
品
の
展
示
を
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
月
号
で
は
、
小
豆
島
中
学
校
生
徒
の
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
豆
島
町
内
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る

場
所　

小
豆
島
町
役
場

　
　
　

西
館
1
階
ロ
ビ
ー

時
間　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

展
示
期
間　

◦
小
豆
島
中
央
高
校
人
権
委
員

会
に
よ
る
研
修
報
告

◦
小
豆
島
中
学
校
生
徒
の
人
権

　

作
品

　

12
月
3
日
㈫
～
９
日
㈪

◦
池
田
・
星
城
・
安
田
・
苗
羽  

小
学
校
児
童
の
人
権
作
品

　

12
月
11
日
㈬
～
17
日
㈫

　

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
12

月
10
日
、
国
連
総
会
で
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を

記
念
し
、
毎
年
12
月
10
日
は

「
人
権
デ
ー（H

um
an Rights 

D
ay

）」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
人
権
デ
ー
を

最
終
日
と
す
る
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と

し
て
、
各
種
の
人
権
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
」
と
い
う
の
は
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
で

生
れ
な
が
ら
に
持
つ
権
利
で

す
。
一
人
一
人
は
違
い
ま
す
が
、

人
権
は
す
べ
て
の
人
に
平
等
に

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
分
の
人
権
を
主

張
す
る
だ
け
で
は
、
他
の
人
の

人
権
を
侵
害
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

人
権
は
、
自
分
と
同
じ
よ
う

に
他
の
人
に
も
あ
る
こ
と
を
考

え
、
お
互
い
に
相
手
の
立
場
を

考
え
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
対
策
課☎

82
︱
７
０
１
１

◦女性の人権を守ろう
◦子どもの人権を守ろう
◦高齢者の人権を守ろう
◦障害を理由とする偏見や差別をなくそう
◦同和問題（部落差別）を解消しよう
◦アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう
◦外国人の人権を尊重しよう
◦ HIV 感染者やハンセン病患者等に対する偏見や
　差別をなくそう
◦刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をな
　くそう
◦犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
◦インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
◦北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を
　深めよう
◦ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
◦性的指向、性自認を理由とする偏見や差別をな
　くそう
◦人身取引をなくそう
◦東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

令和元年度啓発活動強調事項

2 年　山本悠花子

2 年　長谷川絢巳

2 年　千壽　やえ

2 年　児玉　里音

1 年　三宅　優衣

2 年　九星　心優

1 年　竹田　有晴

2 年　樋口　凜香

令和元年度啓発活動重点目標

人KENまもる君 人KENあゆみちゃん

みんなで築こう
人権の世紀

～考えよう 相手の気持ち
未来へつなげよう
違いを認め合う心～



小豆島町立
図書館
☎ 82 － 0291

　

2019.129
のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
心
当

た
り
の
な
い
請
求
が
あ
っ
た
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

不
正
利
用
や
リ
ボ
払
い
な
ど

に
よ
る
使
い
す
ぎ
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
利
用
明
細
書
を
定
期
的

に
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

不
安
な
場
合
や
ト
ラ
ブ
ル
に

遭
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
小
豆
県
民
セ
ン
タ
ー

　

消
費
生
活
相
談
専
用
電
話

☎
62
︱
２
２
６
９

神懸句会

心
当
た
り
の
な
い
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
請
求
に
ご
注
意

仲
秋
の
月
は
プ
ラ
チ
ナ
煌
々
と
雲
が
邪
魔
す
る
ま
で
を
見
詰
め
る　
　
　
　
　

堀
内　

実
男

道
普
請
二
年
連
続
妻
が
出
て
夫
の
我
は
後
方
支
援　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
た
だ
し
げ

今
日
か
ら
は
夫
の
入
院
惣
菜
も
作
り
置
き
し
て
俄
独
身　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
宝
千
鶴
子

朝
食
に
柿
・
梨
剝
き
て
食
卓
に
草
食
族
は
ひ
と
り
悠
　々
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木　

勝
子

十
月
か
ら
税
十
パ
ア
に
抵
抗
し
草
履
の
よ
う
な
カ
ツ
二
枚
買
ふ　
　
　
　
　
　

山
元　

露
子

古
里
の
お
国
自
慢
は
太
鼓
台
エ
イ
シ
ャ
シ
ャ
ゲ
し
て
き
れ
い
に
揃
う　
　
　
　

八
木　

慶
子

四
季
通
し
花
に
囲
ま
れ
暮
ら
し
た
い
願
ひ
果
敢
な
く
草
の
茫
　々
　
　
　
　
　

立
住
喜
代
子

ち
ょ
こ
ま
か
と
闘
ふ
戦
士
赤
と
青
い
づ
れ
か
が
死
す
フ
ァ
ミ
コ
ン
あ
は
れ　
　

や
ぎ
あ
き
ら

人
を
恋
ふ
ご
と
返
り
咲
く
も
の
あ
り
し　

三
好　

朝
子

思
は
ざ
る
出
会
の
あ
り
し
里
祭　
　
　
　

新
茶　

勝
子

日
向
ぼ
こ
話
題
を
攫
ふ
二
才
の
児　
　
　

伝
宝
千
鶴
子

か
い
つ
ぶ
り
池
に
風
格
影
を
引
く　
　
　

山
下
倭
文
子

正
常
に
戻
り
し
脈
や
秋
の
朝　
　
　
　
　

長
木　

和
子

閉
店
の
知
ら
せ
色
褪
せ
風
師
走　
　
　
　

中
田　

雀
庵

　151日㈰　
7日㈯　
7日㈯　
8日㈰　

15日㈰　
21日㈯　

にこにこおはなし会
孟子を読む会
古文書を読む会
おはなしひとみ会
クリスマスおたのしみ会
源氏物語を読む会

幼・児　童
一　　　般
一　　　般
幼・児　童
幼・児　童
一　　　般

14：00 ～ 14：30
10：00 ～ 12：00
13：30 ～ 15：30
14：00 ～ 14：30
14：00 ～ 16：30
10：00 ～ 12：00

大人向け　「ゆく年・くる年」おすすめ図書展　　 12月28日㈯まで
子供向け　「クリスマスをたのしもう！」図書展　12月28日㈯まで

12月15日㈰　14時から図書館で「クリスマスおたのしみ会」を行います。
クリスマスソングを歌ったり、ゲームをしたり、おはなし会などを行います。
小さなお子さんから、大人の方まで、ぜひ遊びに来てください。

12月22日㈰　14時から（子供向け）　「プーさんのメリークリスマス」
無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。

行 事 名 日　　　　　　時 対　象

広報文芸
歌壇　小豆島
十月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

逃亡小説集
島津三国志
どうしても生きてる
ライオンのおやつ
祝祭と予感
奔る男 小説金栗四三
人間
まよい道
いもうと
最果ての決闘者
ツナグ
背中の蜘蛛
生命式
わたしは誰も看たくない
ダイエットの神様
十三の海鳴り
潮待ちの宿
サンズイ
神を喰らう者たち
カエルの小指
我が相撲道に一片の悔いなし
Ｑ＆Ａでわかる子どものネット依存とゲーム障害
87歳と85歳の夫婦甘やかさない、ボケさせない
皮膚科専門医が見た!ざんねんなスキンケア47
大人になったら、着たい服 ’19ー’20秋冬
ハンドメイドのかんたん子ども服 2019ー2020秋冬
からだが温まるとろみのレシピ
るるぶ神戸 ’20

吉 田 修 一
井　川　香四郎
朝　井　リョウ
小 川 　 糸
恩 田 　 陸
堂 場 瞬 一
又 吉 直 樹
佐 伯 泰 英
赤 川 次 郎
逢 坂 　 剛
辻 村 深 月
誉 田 哲 也
村　田　沙耶香
小 原 周 子
南 　 綾 子
安　部　龍太郎
伊 東 　 潤
笹 本 稜 平
新 堂 冬 樹
道 尾 秀 介
荒 磯 　 寛
樋 口 　 進
神津善行・中村メイコ
安 部 正 敏
主 婦 と 生 活 社
ブ テ ィ ッ ク 社
吉 澤 ま ゆ

（幼児向き）

ひとりでおとまり
かべのすきま
おおゆき
おうさまのこどもたち
しろいしろいころわん
くいしんぼうのサンタクロース
（児童向き）

ねこの結婚式
図書館のふしぎな時間
古代遺跡のサバイバル １
まよなかのくしゃみたいかい
ふしぎ駄菓子屋銭天堂 12
アナと雪の女王 ２ 前編
（ティーンズ向き）

太陽はひとりぼっち
5分後に超ハッピーエンド

今月のロビー展

クリスマスおたのしみ会

映画会のお知らせ

12月の行事予定

　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。
展　示　期　間 ・ 時　間 展　示　内　容

11月17日㈰～12月１日㈰　9時～17時 小豆島写真研究会　作品展示会

オリーブギャラリー12月の展示（オリーブナビ小豆島2階）
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宝くじ社会貢献広報事業
　（一財）自治総合センターでは、地域のコ
ミュニティ活動の充実・強化を図ることを
目的として自治会館やコミュニティ活動備
品の整備などに助
成を行っています。

太鼓台を改修

　太鼓台奉納を安
全に遂行し、地域
の伝統文化を継承
するため、宝くじ
の助成金を活用し
て、平木自治会が
太鼓台を改修しま
した。

償
却
資
産
と
は

　

個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
会

社
や
商
店
、
農
業
、
漁
業
な

ど
を
営
ん
で
い
る
方
や
ア
パ
ー

ト
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
る
方

が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有

し
て
い
る
構
築
物
、
機
械
、
器

具
、
備
品
な
ど
の
こ
と
を
償
却

資
産
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
産
を
お
持
ち
の

方
は
、
毎
年
1
月
1
日
（
賦
課

期
日
）
現
在
の
所
有
状
況
を
申

告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
法
令

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

償
却
資
産
の
具
体
例

　

看
板
、
加
工
機
械
、
製
造
機

械
、
建
設
工
業
設
備
、
船
舶
、

漁
船
、
各
種
輸
送
船
、
事
務
机
、

Ｐ
Ｃ
、
車
両
（
自
動
車
税
・
軽

自
動
車
税
の
課
税
対
象
で
あ
る

も
の
を
除
く
）、
太
陽
光
発
電

設
備
（
個
人
住
宅
用
で
も
、
出

力
が
10
ｋ
ｗ
以
上
で
あ
れ
ば
申

告
が
必
要
）
な
ど

申
告
の
必
要
の
な
い
償
却
資
産

◦
耐
用
年
数
が
1
年
未
満
、
取

得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
償

却
資
産

◦
無
形
固
定
資
産
（
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
、
特
許
権
な
ど
）

申
告
期
限

　

令
和
2
年
1
月
31
日
㈮

提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

☎
82
︱
７
０
０
３

※
申
告
書
は
12
月
中
に
直
接
ま

た
は
経
理
を
依
頼
し
て
い
る
会

計
事
務
所
や
組
合
あ
て
に
送
付

し
ま
す
。
新
規
に
開
業
さ
れ
た

方
や
申
告
の
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
告
用
紙
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　熱くそしてクールに過ぎ去って
いった瀬戸芸をこよなく愛する香
川県在住歴 8 年のフランス人 D

デ ビ ッ ト

avid 
B

ビ ラ

illa さんをご存知ですか。ウェブサ
イトや SNS で幅広く紹介し、今や英
語・仏語で彼のウェブサイトを見ず

して瀬戸芸に来ない人はいないかも、というほど
のインフルエンサーです。その David さんに瀬戸
芸と小豆島についてインタビューしました。
１．What do you and overseas visitors enjoy the 

most about the Trienelle and Shodoshima？
（David さんや外国人観光客にとって瀬戸芸と小
豆島の魅力とは）　

◦島とアートの両方を楽しめるところがよい。アー
ト作品が美術館でなく島と調和し、アートとい
う方法で島の活性化を図るという考え方が気に
入っている。

◦小豆島の良さは近隣の島よりも大きいこと。アー
ト以外にも、食や自然など楽しめるものが多い
のが素晴らしい。また大小さまざまなサイズの
作品を展開していることが小豆島の強み。

２．Any comment to locals？ （地元の方に一言）
◦島の方のおもてなしは素晴らしく、今の島の文

化を大切にしてほしい。その一方で島の静寂や、
知らない土地で迷いながらぶらりと歩くことを
楽しむために旅行している
外国人もいるので、必ずし
もアート作品までの道案内
が必要ではない。いろんな
旅の形があるのを respect 

（理解・尊重）してもらえる
と嬉しい。

Enjoy speaking English!
小豆島町国際交流アドバイザー　森川光与

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

～英語で小豆島を紹介しよう！～～英語で小豆島を紹介しよう！～
国際交流アドバイザー森川光与さんの

平木自治会の太鼓台

David Billa さん
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農林業センサスに
ご協力ください

　農林水産省では、２月１日現在
で農林業センサスを実施します。
　農林業センサスは、農林業の実
態を明らかにし、国や都道府県、
市区町村はもちろん各方面にわた
り広く利用できる総合的な統計資
料を得るための調査で、全国の農
家や林家をはじめ、すべての農林
業関係者を対象に行われます。
　12 月下旬から調査員が訪問しま
すので、調査票に農林業の経営状
況などの記入をお願いします。
　なお、調査票に記入された事項
については、統計以外の目的には
使用されません。
問い合わせ先
　企画財政課　☎ 82 − 7000

人
権
擁
護
活
動
に
お
け
る
功
労

　

赤
谷
さ
ん
は
、
平
成
21
年
か

ら
現
在
ま
で
、
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
、
い
じ
め
や
虐
待
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を

解
決
す
る
人
権
相
談
や
小
・
中

学
校
で
人
権
問
題
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
人
権
教
室
な

ど
、
人
権
擁
護
活
動
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

母
子
保
健
家
族
計
画
事
業
功
労

　

多
田
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
に

内
海
町
愛
育
会
に
入
会
し
、
保

健
師
や
愛
育
班
員
と
と
も
に
小

さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
へ

の
声
か
け
や
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
啓
発
な
ど
、
地
域
に
根
付

い
た
愛
育
班
活
動
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
も
小
豆
島
町
あ

い
い
く
会
副
会
長
と
し
て
、
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
豆
島
オ
リ
ー

ブ
協
会
で
は
、
香
川
県
内
産
の

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
品
質
向
上

を
目
的
に
「
香
川
県
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
品
評
会
」
の
出
品
者
を

募
集
し
ま
す
。

出
品
要
件　

香
川
県
内
で
収
穫

し
た
オ
リ
ー
ブ
の
果
実
の
み

を
原
料
と
し
、
県
内
で
採
油

さ
れ
た
食
用
エ
キ
ス
ト
ラ

バ
ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

で
、
販
売
を
目
的
と
し
て
製

造
さ
れ
た
製
品
に
限
り
ま

す
。
な
お
、
出
品
数
は
、
１

出
品
者
に
つ
き
2
製
品
ま
で

と
し
ま
す
。

出
品
料　

１
製
品
に
つ
き
１
万

　

円
（
税
込
）

審
査
方
法　

　

審
査
員
に
よ
る
官
能
評
価

表
彰  
審
査
に
よ
る
得
点
に

よ
っ
て
受
賞
者
を
決
定
し
、

令
和
2
年
3
月
14
日
㈯
に
表

彰
式
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

　

12
月
2
日
㈪
～
20
日
㈮

出
品
オ
イ
ル
の
提
出
期
間

　

令
和
2
年
1
月
14
日
㈫
～

　

17
日
㈮

申
し
込
み
方
法

募
集
要
領
を
確
認
の
上
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ

協
会
ま
で
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
領
・
申
込
書
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
協

会
と
オ
リ
ー
ブ
課
に
置
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
小
豆
島
町
と
土

庄
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
豆
島
オ
リ
ー

　

ブ
協
会

☎
82
︱
０
０
０
７

　毎日、家庭などから出される生ごみの多くは燃やせ
るごみとして収集されています。ごみを少しでも減ら
すことは、限りある資源や環境を守ることにつながり
ます。そこで小豆島町ではごみの減量化を推進するた
め、生ごみ処理器や堆肥化容器を設置される方に対し
て補助金を交付しています。
補助金交付対象者　町内に居住している方
※過去に補助金の交付を受けて５年を経過しない方は
除きます。
生ごみ処理器　家庭から排出される生ごみの処理を目
的とした乾燥等の機能を有する機器です。
補助金額　購入金額の２分の１以内（補助上限額２万円）
堆肥化容器　ポリエチレン等を材料とした、家庭から
排出される生ごみを堆肥化させる機器です。
補助金額　購入金額の２分の１以内（補助上限額３千円）

問い合わせ先　環境衛生課　☎82−7008

　

こ
の
度
、
赤
谷
勝
之
さ
ん
が
法
務
大
臣
表
彰
を
、
多
田
み
ち
子
さ
ん
が

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
）

香
川
県
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
品
評
会
出
品
者
募
集

生ごみの処理機器を活用しましょう

大
臣
表
彰
受
賞　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す多田みち子さん

（坂　手）

赤谷　勝之さん
（二　面）
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男女共同参画推進講演会

男女共同参画推進講演会

　10月17日、小豆島中央高校において、映像作品を通したキャ
リア教育による卒業後の進路選択の視野を広げ職業観の育成を目
的として、映画「舟を編む」の上映と岩波書店の辞典編集者平木
靖
や す な り

成さんによる講演会が開催されました。
　出版社の辞書編集部を舞台に、新しい辞書作りに取り組む人々
の姿を描いた映画を鑑賞した後の講演会では、平木さんから映画
では描かれなかった辞典ができあがるまでの苦労や体験などが語
られました。生徒たちには、言葉に込められた意味を大切にする
とともにさまざまな職業を知る良い機会となりました。

　11月3日、坂出市番の州公園前特設コースで行われた全国高等学
校駅伝競走大会香川県予選会において、小豆島中央高校陸上競技部男
子が大会新記録を打ち立て、4年連続4回目の優勝を果たしました。
　レースは３区の西森遼

はるか

さん（２年生）と６区の行
ぎょうてん

天陽
は る く

虹さん（1年
生）が区間新記録の走りで独走態勢を築き、最終7区の選手まで一度
もトップを譲ることなく大会新記録でゴールテープを切りました。
　12月22日に京都市の西京極陸上競技場で行われる全国高等学校駅
伝競走大会では、香川県高校記録の更新が期待されます。

　10月24日、小豆島町役場において、㈱ HAKUHO
DO DESIGN の山口綱

つ な し

士さんを講師に迎え、小豆島ブ
ランディングセミナーが開催されました。
　このセミナーは中川塾の特別講義として行われたもの
で、山口さんから人口が減少している現在において、ブ
ランドを確立するために、地域資源を磨いて価値のある
ものにして発信していくことの大切さを学んだ後、ワー
クショップが行われました。
　塾生が各グループに分かれ「小豆島らしさ」とはどん
なものか活発な意見交換がなされ、これからの小豆島ブ
ランド構築につながるセミナーとなりました。

　11月9日、10日に安田公民館において、三都半島アートプロジェ
クト実行委員会の柚木恵介さん（秋田公立美術大学准教授）による
ワークショップ「島の子ミュージアム2019翔んでーな安田」が開
催され、みんなの夢や安田の未来を描いた和紙を貼り合わせて、安
田のお米をイメージした宇宙船を作成しました。
　点灯式では、宇宙船に光を灯し、将来の夢や平和を思う願いなど、
たくさんの夢を乗せた宇宙船が安田の空高く舞い上がりました。

業後の進路選択の視野を広げ職業観を育成

豆島中央高校陸上競技部男子が大会新記録を樹立

松山善三・高峰秀子基金事業　映画「舟を編む」上映・平木靖成さんによる講演会

全国高等学校駅伝競走大会香川県予選会

卒

小

豆島らしさ」を探求

㈱HAKUHODO DESIGNの山口綱士さんによる小豆島ブランディングセミナーを開催

「小

大宇宙船がみんなの夢を乗せて大空へ

島の子ミュージアム2019翔んでーな安田

巨

まちの話題については、小豆島町公式フェイスブックページ
　   （https://facebook.com/shodoshimacho）でも、随時情報を掲載しています。

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎82-7000
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く
ら
し
の
情
報

12月
December

①
准
看
護
師
（
嘱
託
職
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　

1
人
程
度

②
調
理
員（
臨
時
的
任
用
職
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

応
募
資
格

①
准
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る

方

　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
方
ま
た
は
採
用
予
定

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
該
当
し

な
い
こ
と

①
②
共
通

　

65
歳
未
満
の
方

申
込
書
類　

①
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写

し
、
准
看
護
師
免
許
証
の

写
し

①
②
共
通

　

申
込
書
、
履
歴
書
（
指
定
の

も
の
）

採
用
予
定
年
月
日

　

随
時

試
験
日
時
・
場
所

　

別
途
通
知

申
込
書
類
請
求
開
始
日

　

12
月
5
日
㈭

申
込
期
間　

随
時

※
採
用
予
定
者
数
に
達
し
た
時

点
で
終
了
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組

　

合
事
務
局

☎
62
︱
６
５
６
５

　

経
済
的
な
理
由
等
で
学
校
外

教
育（
塾
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
）

を
十
分
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
小
学
生
か
ら
高
校
生
に
対

す
る
助
成
事
業
と
し
て
、
学

校
外
教
育
に
か
か
る
経
費
（
月

謝
等
）
を
支
払
う
給
付
型
奨

学
金
事
業
を
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://s-jidoukikin.or.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

県
内
の
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生

申
込
期
限　

　

令
和
2
年
1
月
15
日
㈬
必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
砂
原
児
童
基
金

☎
０
８
７
︱
８
３
７
︱
２
２
３
０

日
時　

12
月
8
日
㈰

　
　
　

10
時
～
12
時

　
　
（
開
場
9
時
30
分
）

場
所　

岡
ク
ラ
ブ

　
（
小
豆
島
町
福
田
甲
５
０
９
︱
１
）

内
容　

家
庭
で
で
き
る
お
灸
治

療
と
ツ
ボ
治
療

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

森
秀
太
郎
生
誕
101
周
年
記
念　

　

小
豆
島
イ
ベ
ン
ト
事
務
局　

　
（
ス
ギ
ハ
ラ
鍼
灸
院
）

☎
０
８
４
７
︱
６
２
︱
４
２
７
２

　

今
回
は
、
落
語
・
小
豆
寄
席

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る

蒲
敏
樹
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ご

自
身
の
活
動
や
小
豆
島
に
対
す

る
想
い
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き

き
ま
す
。

日
時　

12
月
19
日
㈭　

14
時
～

場
所　

道
の
駅
小
豆
島
オ
リ
ー

ブ
公
園　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

講
師　

蒲　

敏
樹
氏

　
　
　
（
語
り
の
会
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法　

電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
込
先

　
（
一
社
）
小
豆
島
観
光
協
会

☎
82
︱
１
７
７
５

募
集
団
地
（
1
戸
）

　

池
田
団
地
２
︱
２
号
室

募
集
期
間

　

12
月
2
日
㈪
～
13
日
㈮

家
賃　
世
帯
の
所
得
に
よ
り
決
定

申
し
込
み
資
格

①
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方

②
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

（
60
歳
以
上
の
方
・
身
体
に

障
害
の
あ
る
方
【
手
帳
１

～
４
級
】
な
ど
は
、
１
人

で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。）

③
申
込
者
と
同
居
者
全
員
の
所

得
を
合
算
し
、
控
除
額
を

差
し
引
い
た
所
得
額
が
基

準
【
月
15
万
８
千
円
以
下
】

に
該
当
し
て
い
る
方

④
町
税
お
よ
び
町
が
定
め
て
い

　

る
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
家
賃
・
共
益
費
・
自
治
会
費

お
よ
び
敷
金
（
３
か
月
分
）

を
納
め
ら
れ
る
方

⑥
申
込
者
と
同
等
以
上
の
収
入

が
あ
り
、
原
則
と
し
て
町

内
居
住
者
で
あ
る
連
帯
保

証
人
を
た
て
ら
れ
る
方

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

入
居
者
の
決
定　

町
営
住
宅
条

例
お
よ
び
規
則
に
基
づ
き
、

老
人
や
身
体
障
害
者
な
ど

特
に
居
住
の
安
定
を
図
る

必
要
が
あ
る
方
を
優
先
し
、

住
宅
困
窮
度
に
よ
っ
て
決

定
し
ま
す
。
優
先
順
位
を

定
め
が
た
い
場
合
は
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
建
設
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

☎
82
︱
７
０
０
９

募
集
区
分
・
人
員

　

小
豆
島
老
人
ホ
ー
ム

募
集

R
ecru

itm
en

t

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

小
豆
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
職
員
募
集

第
58
回「
ま
る
ご
と
小
豆
島
」

セ
ミ
ナ
ー
開
催

（
公
財
）
砂
原
児
童
基
金

令
和
2
年
度
校
外
教
育
ス
ポ
ー
ツ

奨
学
金
事
業
奨
学
生
募
集

健
康
で
長
生
き　

お
灸
教
室

お

知
ら
せ

I
n
fo

rm
a
tio

n
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教
員
と
学
生
が
新
し
い
芸
術

の
可
能
性
に
挑
戦
す
る
実
験
企

画
で
す
。
多
様
化
す
る
家
族
や

夫
婦
な
ど
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
集
う

人
々
の
日
常
に
見
え
隠
れ
す
る

事
情
を
描
き
ま
す
。

日
時　

◦
12
月
5
日
㈭
、
6
日
㈮

　

19
時
～

◦
12
月
7
日
㈯

　

11
時
～
／
17
時
～

◦
12
月
8
日
㈰

　

14
時
～

※
受
付
は
開
演
の
60
分
前
、
開

場
は
開
演
の
30
分
前
と
な
っ
て

い
ま
す
。

場
所　

四
国
学
院
大
学

　
　
　

ノ
ト
ス
ス
タ
ジ
オ

※
詳
細
は
ノ
ト
ス
ス
タ
ジ
オ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

四
国
学
院
大
学
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
・
ア
ー
ツ
研
究
所
（SIPA

）

☎
０
８
７
７
︱
６
２
︱
２
３
２
４

日
時　

12
月
5
日
㈭

　
　
　

14
時
30
分
～
16
時
10
分

場
所　

小
豆
総
合
事
務
所
東
館　
　

　
　
　

1
階　

デ
イ
ケ
ア
室

内
容　

　

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

　
（
診
察
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
予
約
制
の
た
め
、
電
話
で
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
総
合
事
務
所
保
健
福
祉
課

☎
62
︱
１
３
７
３

日
時
・
場
所

◦
12
月
13
日
㈮
（
要
予
約
）

　

10
時
～
15
時

　

小
豆
島
町
役
場
西
館
2
階　
　

　

会
議
室
5　

◦
12
月
18
日
㈬

　

12
月
27
日
㈮

　

10
時
～
15
時

　

池
田
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階　
　

　

保
健
指
導
室

※
12
月
13
日
㈮
の
年
金
相
談

は
、予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
日
本

年
金
機
構
・
高
松
東
年
金
事
務

所
ま
で
電
話
で
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

予
約
申
し
込
み
電
話
番
号

☎
０
８
７
︱
８
０
４
︱
０
５
０
８

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
、運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
き

る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代

理
の
方
が
来
ら
れ
る
際
に
は
、

委
任
状
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
課　

☎
82
︱
７
０
０
５

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー　

☎
75
︱
０
５
５
５

日
時　

12
月
17
日
㈫　
　

　
　
　

10
時
～
16
時

場
所　

小
豆
島
町
役
場
本
館

　
　
　

１
階　

打
合
室
１

相
談
内
容　

　

経
営
相
談　
（
事
前
予
約
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　☎

82
︱
７
０
２
１

日
時　

12
月
17
日
㈫

　
　
　

10
時
～
13
時

相
談
電
話
番
号

０
１
２
０
︱
１
５
８
︱
７
９
４

※
通
話
料
は
無
料
で
、
相
談
日

の
み
開
設
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
弁
護
士
会

☎
０
８
７
︱
８
２
２
︱
３
６
９
３

相
談

A
d
v
ice

こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談

年

金

相

談

香
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

小
豆
島
サ
テ
ラ
イ
ト

全
国
一
斉
生
活
保
護

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

ノ
ト
ス
ラ
ボ
ｖ
ｏ
ｌ
・
13

「
フ
ァ
ミ
レ
ス
」

　労働保険とは、労災保険と雇用
保険の総称で、事業主の方は原則
として、常勤やアルバイトなどの
名称や雇用形態にかかわらず労働
者を 1 人でも雇用したら、加入手
続きを行い、労働保険料を納付す
る必要があります。
　労働保険の申請手続きは、電子
申請もご利用できますので、詳し
くは香川労働局までお問い合わせ
ください。
問い合わせ先　
　香川労働局　労働保険徴収室
　☎ 087 − 811 − 8917

　小豆地区教育支援センター「若竹教室」は、不登校児童・
生徒の学校復帰や社会的自立を支援する活動を行っていま
すので、お困りの方はご相談ください。
●子どもの電話・来所・訪問相談 
　学校を休みがち・いじめ・進路など教育について子ども
や保護者から相談やスクール・カウンセラーとの面談を受
け付けています。また、入級希望についても遠慮なくご相
談ください。

【受付時間】月〜金曜日（祝日を除く）8 時 30 分〜 17 時
●親の会
　学校を休みがちの子どもを持つ保護者（父母、祖父母など）
が悩みや子どもとの接し方などについて話す会を開いてい
ます。

【時期】　随時
問い合わせ先
　小豆地区教育支援センター
　「若竹教室」（場所：土庄中学校東側）　☎ 62 − 6200

労働保険の加入手続き
はお済ですか

｢若竹教室｣ で相談してみませんか
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12月　くらしのカレンダー
　

２日 月 献血　　　　　　15：00〜16：00受付　リベラルサンシャイン

３日 火 いこいの場　　　10：00〜12：00　内海福祉会館
特設人権相談所　10：00〜15：00

５日 木

２歳児歯科健診　13：15〜14：30受付　小豆島町役場西館１階保健センター
（対象児：平成29年3月〜8月生まれ）
こころの悩み相談（要予約）14：30〜16：10　小豆総合事務所東館１階デイケア室
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

６日 金 食の教室Ｋ’ｓキッチン　10：00〜11：30　小豆島町役場西館１階保健センター
10日 火 心配ごと相談所　13：30〜15：30　小豆島町役場西館１階相談室３

12日 木 １歳６か月児健診　13：15〜14：30受付　小豆島町役場西館１階保健センター
（対象児：平成30年4月15日〜6月12日生まれ）

13日 金
健康相談　　　　 9：30〜10：30　草壁会館
年金相談（要予約）10：00〜15：00　小豆島町役場西館２階会議室５
健康相談　　　　13：30〜14：30　城山会館

17日 火
よろず小豆島サテライト　10：00〜16：00　小豆島町役場本館１階打合室１
知財総合支援窓口（要予約）11：00〜15：30　小豆島町役場本館１階打合室２

18日 水
年金相談　　　　10：00〜15：00　池田保健センター1階保健指導室
行政相談　　　　13：30〜16：00　小豆島町役場西館１階相談室３

20日 金 すくすくルーム　10：00〜12：00　イマージュセンター
（対象児：令和元年10月生まれ）

23日 月 健康相談　　　　10：00〜11：00　吉田地区浜集会所

24日 火
健康相談　　　　10：00〜11：00　当浜第二集会所
心配ごと相談所　13：30〜15：30　池田保健センター1階保健指導室
行政相談　　　　13：30〜16：00

26日 木 健康相談　　　　10：00〜11：00　小豆島町役場西館１階保健センター
27日 金 年金相談　　　　10：00〜15：00　池田保健センター1階保健指導室

町内の
【10月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 1 16 25
負 傷 者 1 16 31
死 亡 者 0 1 0

火　　災 1 3 6
救　　急 82 703 683

【譲ります】

【求めます】

水屋（食器棚）横120㎝、高さ180㎝
洋服ダンス　　　横120㎝、高さ180㎝

安田小学校制服
（夏・冬用スカート）150〜160㎝
ベビーベット
ベビーカー
チャイルドシート
自転車（小学３、４年生用）

無償
無償

無償

無償
無償
無償
無償

役場では品物を預かっていません。
また、家電 4 品目（テレビ・洗濯機・冷
蔵 ( 凍）庫・エアコン）については、リ
サイクル情報への掲載はしていません。
ご了承ください。
毛糸（中細）、電動ベット、折り畳みベッ
ト、エレクトーンはリサイクルできまし
た。ご協力ありがとうございました。

お買い物は
地元商店を
使いましょう

リサイクル情報
（9・10月受付分）

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海・小豆島をはじめとした瀬戸内の島々の魅力を
お伝えしています。
　12月は、「ふるさと納税」、「オリーブオイルの季節」、「寒そうめん」、「小豆島の
いちご」などの話題をお届けする予定です。
※放送内容は、変更になる場合があります。

「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）では、小豆島のホッ
トなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　周波数78.6MHz　　毎週火曜日 8：25〜8：30

12月の納期限は1月6日㈪です。

　　　　　　　　　納期限税　目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月
町 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期
軽 自 動 車 税 全期
国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期
後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期

今 月 の 納 税

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎ 82 − 7008）

第31回　しょうどしま
フレトピアフェア
日時　12月1日㈰　9時〜14時
場所　フレトピア広場
　　　オリーブタウン前
内容　消防はしご車乗車体験
　コーナーなど楽しさ満載の
　イベントです。
※荒天時は中止します。また、
ボランティアスタッフも募集
しています。
問い合わせ先
　土庄町商工会事務局
　☎ 62−0427

毎月19日は「食育の日」朝ごはん大好き 野菜大好き 小豆っ子
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川
下　

慎
也
・
由
香

氏
名　

夫　
　
　

妻

苗

羽

地

区

　『 
空
と
海
と
山
と 

』

現
住
所
　
木
庄

丸ま
る
う
ち内

　
　
仁ひ
と
しさ

ん

　

昭
和
44
年
4
月
、
就
職
の
た

め
高
松
港
か
ら
宇
高
連
絡
船
に

乗
り
四
国
を
後
に
東
京
へ
向
か

い
ま
し
た
。
46
年
間
の
月
日
が

過
ぎ
、
無
事
に
東
京
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
を
終
え
、
次
の
ス
テ
ー

ジ
先
と
し
て
高
松
港
か
ら
フ
ェ

リ
ー
で
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
小

豆
島
を
目
指
し
ま
し
た
。
65
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
の
新
天
地
に

い
さ
さ
か
不
安
が
よ
ぎ
る
中
、

長
年
付
き
合
い
の
あ
る
悪
友
が

言
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

「
瀬
戸
内
海
は
エ
ー
ゲ
海
よ
り

美
し
く
素
晴
ら
し
い
」　

彼
は
エ
ー
ゲ
海
な
ど
行
っ
た
こ

と
も
な
い
は
ず
だ
、
と
思
い
な

が
ら
土
庄
港
に
上
陸
す
る
と
、

風
が
柔
ら
か
く
ご
ま
油
の
香
り

を
感
じ
ま
し
た
。

　

空
き
家
を
探
す
た
め
レ
ン
タ

カ
ー
で
小
豆
島
町
役
場
に
向

か
う
途
中
、
保
育
園
児
を
お
迎

え
の
女
性
に
道
を
訪
ね
た
と
こ

ろ
、
「
案
内
し
ま
す
の
で
つ
い

て
き
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
、
役

場
ま
で
案
内
し
て
く
れ
ま
し

た
。
島
の
人
と
最
初
に
出
会
っ

た
印
象
は
優
し
く
親
切
で
、
妻

と
移
住
先
を
小
豆
島
に
決
定
し

た
瞬
間
で
し
た
。

　

移
住
し
て
、
島
に
八
十
八
カ

所
霊
場
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

妻
と
お
遍
路
参
拝
を
始
め
て
み

る
と
、
山
岳
洞
窟
霊
場
や
浜
辺

の
お
堂
な
ど
大
小
そ
れ
ぞ
れ
に

存
在
感
が
あ
り
、
空
海
の
世
界

に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
寒
霞
渓
を
歩
い
て
み
よ
う

と
朝
6
時
に
草
壁
港
を
出
発

し
、
歩
く
こ
と
6
時
間
、
山
頂

に
到
着
し
ま
し
た
。
帰
り
は
疲

れ
た
た
め
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
下

る
と
駅
員
さ
ん
に
、
「
草
壁
港

か
ら
寒
霞
渓
ま
で
歩
い
て
く
る

人
は
あ
ま
り
い
な
い
な
」
と
呆

れ
て
笑
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
朝
早
く
に
船
を
出

し
、
快
調
に
波
を
切
る
と
す
が

す
が
し
い
瀬
戸
内
海
に
思
わ
ず

笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
今
日

は
3
㎏
以
上
の
真
鯛
を
狙
い
ま

し
た
が
、
3
時
間
後
に
寄
港
す

る
船
の
水
槽
に
赤
い
魚
影
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
京
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
、
「
今
年
の
夏

は
孫
を
連
れ
て
実
家
に
帰
る

よ
」
と
電
話
が
あ
り
、
2
年
足

ら
ず
で
小
豆
島
が
実
家
と
な
っ

た
こ
と
に
う
れ
し
さ
を
感
じ
、

孫
と
魚
釣
り
に
出
か
け
る
の
が

待
ち
遠
し
い
で
す
。

　

澄
み
切
っ
た
空
、
潮
の
香

り
、
山
々
の
緑
と
紅
葉
、
そ
れ

ぞ
れ
に
四
季
の
顔
を
見
せ
て
く

れ
る
小
豆
島
は
自
然
の
空
気
が

お
い
し
く
感
じ
、
「
瀬
戸
内
海

は
エ
ー
ゲ
海
よ
り
美
し
く
素
晴

ら
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
悪
友

の
言
葉
も
ま
ん
ざ
ら
嘘
で
も
な

い
か
な
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

笠
井
實
雄

葊
本
す
ず
子

中
村
テ
ル
子

德
本
正
子

植
松
春
榮

橋
本
ス
ミ
ヱ

髙
橋
智
津
子

大
峯
カ
ツ
ノ

眞
砂
政
美

長
瀬
邦
夫

氏　

名

90 68 91 85 93 93 87 93 94 87 歳
カ
オ
ル

公

孝
睦
憲

三
正
英

輔

秀

己

正

敏

敏

彦

長
門
純
子

届
出
人

馬

木
橘〃〃

安

田
〃
神
懸
通

中

山
〃
池

田

地　

区

下
川
佳
惠
子

濱
口
ミ
サ
子

岡
田 

正
範

福
井
志
保

92 100 83 48
藤
本
住　

増
田
幸
子

英

悟

雅
　

福

田
〃
苗

羽

馬

木

10
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

︻
お
め
で
た
︼

︻
ご
結
婚
︼

︻
お
く
や
み
︼

人
動
の

き

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
け
出
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

◎
出　
　

生　

（
３
人
）

◎
婚　
　

姻　

（
１
組
）

◎
死　
　

亡　

（
14
人
）

『確認しましょう』香川県最低賃金
時間額　818円
令和元年10月から

※産業によっては、これとは別に特
定最低賃金が定められているものが
あります。
最低賃金に関する問い合わせ先
　香川労働局労働基準部賃金室
　 ☎ 087−811−8919

向
井
奏　

中
島
琉り

ゅ
う
き希

中
野
陽あ

き
と翔

赤
ち
ゃ
ん

男男男性
別

達

也

健

伍
智
届
出
人

坂

手

苗

羽
橘
地　

区

人　口
男　性
女　性
世帯数

人
人
人
世帯

（△ 13 人）
（△ 3 人）

（△ 10 人）
（3）

（11月１日現在（　）内は前月比）

13,875
6,561
7,314
6,267

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

か
な
と


